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研究成果の概要（和文）：　本研究は、ベトナム・カンボジア・フィリピン・中国・ブラジル・ペルーにルーツ
を持つニューカマー第二世代へのインタビュー調査から得られたデータに基づき、かれらの日本社会への適応の
あり方を明らかにしたものである。その際かれらがいかなる資源を調達し、蓄積を図っているのかという点に留
意した。
　本研究においてはニューカマー第二世代の様々な側面（職業選択、ジェンダーと教育達成、進路選択と大学進
学、帰国経験等）に着目し分析を行った。共通して指摘できるのは、第二世代が出身国や親世代またはエスニッ
クコミュニティとの文化的葛藤を経て経験していることである。かれらの日本における社会的達成は決して簡単
なものではない。

研究成果の概要（英文）：　In this study we described and analyse the life course of the immigrant 
2nd generation who had graduated Japanese compulsory education and been worked and lived in Japan. 
All the analysis in this study are based on the interviews of 170 immigrants 2nd generation from 6 
countries(Vietnam, Cambodia, Philippine, China, Brazil and Peru).
 We analysed many aspects of　immigrant 2nd generations, for instance about their selection of 
occupations, relationships between gender biases and educational achievement, their educational 
course selection and admission, the affection of experiences of going back to their countries and so
 on. Through these analysis we found that most of immigrant 2nd generation in Japan have experienced
 a lot of difficulties in making their social achievement. The difficulties come from the conflicts 
between their parents or relatives, or ethnic communities. And we found that there are some 
influences of parents' human capitals for 2nd generations' achievements. 

研究分野：教育社会学
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１． 研究開始当初の背景 

（1）本研究着想の背景 

 ニューカマーと称される日本に長期滞在
する外国人が増加した 1980 年代以降、ニュ
ーカマーに関する調査研究が数多く行われ、
教育分野でも、「日本の教育と社会」のリー
ディングスにおいて、志水宏吉編『エスニシ
ティと教育』（2009）が刊行されるまでに、
研究が蓄積されてきている。特に、学校教育
において「エスニシティ」がどのように扱わ
れるのか、他方、そうした扱いのもとで、外
国人の子どもたちはどのように学校教育を
経験していくのか、また、それらが「エスニ
シティ」間で異なるのか等、これらの研究蓄
積に、本研究グループの研究分担者も大きく
貢献してきている（志水・清水 2001、額賀
2003、児島 2006、清水 2006）。 

 一方、日本社会における外国人の増加とい
う現象が始まって以来、およそ 30 年が経過
し、親の移動に伴って来日し、日本の学校教
育のもとで育った外国人の子どもたちは青
年期から壮年期を迎えつつある。と同時に、
日本生まれの外国人の子どもたちも青年期
を迎えつつある。すなわち、ニューカマーの
第二世代が第三世代を育む時期を迎えてい
るのである。しかしながら、このようなニュ
ーカマーの第二世代に焦点を絞った研究は
多くはない。というのは、「ニューカマーの
子ども」を対象とする調査研究の多くが、第
二世代を調査研究の対象として選定しては
いても、その対象選定に「第二世代」として
の意味を十分に検討材料として組み込んで
いないことに起因している。ただし、このこ
とは必ずしも、これまでの調査研究の有り様
を否定するものではない。なぜなら、「第二
世代」として捉えることの意味は、その括り
が「第一世代」／「第三世代」と比較するこ
とで明らかになるものであり、この観点にお
いて、「第二世代」に焦点をあてた調査研究
は、今後本格化していくことが予想される分
野なのである。したがって、本調査研究は、
今後の第二世代の調査研究を先導していく
こともねらいの一つとしている。 

 

（2）先行研究の検討 

 この文脈において、先行研究として捉えて
おくべきは、オールドカマーである在日朝鮮
人を対象とした福岡安則（1993）や金泰泳
（1999）の研究である。福岡は、在日朝鮮人
の若者世代のアイデンティティに注目し、
「同化」と「異化」を軸として、「共生志向」
「祖国志向」「個人志向」「帰化志向」を理念
的に導き出すと同時に、調査結果に基づき、
理念枠組みから漏れる「葛藤」タイプまでを
含みこむ第二世代のアイデンティティの多
様性を明らかにしている。また、金は、第一
世代と第二世代のアイデンティティの違い
に注目し、一世が「民族」を基盤に「自由」
を獲得していくのに対し、二世は、一世の獲
得した「民族」に絡め取られることにより、

ある種の「不自由」を経験していくというこ
とを明らかにし、「エスニシティ」をめぐる
世代間葛藤が明らかにされている。しかしな
がら、在日朝鮮人を対象とした世代間比較を
試みる研究は、アイデンティティ研究に限定
されており、獲得される資源や資本、あるい
は、生成される家族の物語に注目しつつ世代
間の差異を明らかにするものは見当たらな
い。 

 一方、海外では、こうした観点に注目しつ
つ、世代間の違いに注目した研究も多く蓄積
がある。管見の限りで、本研究の調査研究の
モデルとなりうるのは、まず、Zhou（1998）
らによる、ベトナム人の子どもたちのアメリ
カでの成長過程を描き出した研究である。注
目されるのは、ベトナム人の二世のライフコ
ースを描き出すことにとどまらず、アメリカ
社会におけるベトナム移民の社会経済的位
置づけというマクロな観点からの分析を加
えることで、エスニックコミュニティの存在
が、かれらの成長の有効な社会資本として機
能することを明らかにしている点である。ま
た、そうしたことを明らかにするために、か
れらの獲得する言語・家族関係、地域社会、
学校など、かれらを取り巻く環境を幅広く調
査対象としている点も、本研究のモデルとな
りうる。加えて、Portes（2001）らの研究は、
第二世代の社会的成功を、第一世代から相続
される資源と第二世代を取り巻く環境の資
源から分析枠組み（調和的文化変容・文化変
容への調和的な抵抗・不調和的文化変容・選
択的文化変容）を析出し、量的調査を実施す
ることで、エスニシティ間を比較している点
に特徴があり、本研究のモデルとなりうる。 

以上のような学術的背景に加えて，ニューカ
マーの来日は、2008 年のリーマンショック
を契機に減少傾向にあると同時に、滞日する
ニューカマーは派遣労働者ゆえ「貧困」に直
面していることも容易に想像される。他方、
依然として継続される政府の入国管理政策
によって、外国人の入国はサイド・ドア利用
によるところが大きい。これらの日本社会の
影響を受けつつ、ニューカマーは第二世代か
ら第三世代への移行しつつある。したがって、
社会経済的影響を考慮しつつ、ニューカマー
第二世代に焦点をあてる調査研究は、社会的
にみても急務の課題であると考えた。 
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２． 研究の目的 

（1）研究機関内に明らかにする内容 

 上記の学術的・社会的背景と問題意識に基
づいて、本研究の目的として設定したのは次
の点の解明である。 

 ①ニューカマー第二世代の義務教育機関
の教育経験が、青年期の日常生活に与える影
響について、かれらの蓄える資源編成に注目
しつつ明らかにする。 

 ②ニューカマー第二世代の親世代が有し
ていた「家族の物語」がどのように継承され
転換したのか検討する。 

 ③ニューカマー第二世代の家族編成の実
態を明らかにし、エスニシティ間比較を試み
る。 

 

（2）本研究の特色 

 本研究の特色は 10 年前の調査対象者への
追跡調査である点である。対象地区の神奈川
県大和市については、清水（2006）での対象
者の追跡であり、愛知県名古屋市については、
児島（2006）での対象者の追跡である。これ
までのニューカマー研究は、共時的に生起す
る事象を比較検討することで、エスニシティ
間の比較を行ってきている。しかし、本研究
では通時性の観点を導入することで、ニュー
カマーの義務教育の経験が、青年期の日常生
活に与える影響を検討できると考える。特に、
義務教育期間の出来事について、語られる物
語として理解するだけでなく、過去と現在の
語られ方の違いに注目することで、そこに動
員される資源の変化を明らかにすることが
できることも極めて独創的であると考える。 

第二の特徴は、ニューカマー第二世代で多様
なエスニシティを対象とする大規模調査研
究は現段階では報告されておらず、学術的価
値は極めて高いと考える。 

 

３．研究の方法 

 インドシナ（ベトナム及びカンボジア）、
南米（ブラジル及びペルー）、フィリピン、
中国にルーツを持ち、日本における義務教育
経験を有し、現在日本に在住しているニュー

カマー第二世代に対して、半構造化インタビ
ュー調査を実施する。一回のインタビューに
要する時間は 1時間半から２時間を目安とし
た。 
 調査対象者は、本グループが長期にわたっ
てフィールドワークを行ってきた神奈川県
大和市、愛知県名古屋市（10 年前の対象者の
追跡調査）に加え、新たに、首都圏として、
神奈川県厚木市、東京都新宿区・練馬区・三
鷹市を、地方として、鳥取県、宮城県石巻市
等を新規対象地区として実施する。対象者の
リクルートは 10 年前にインタビューを行っ
た対象者本人への追跡調査の他、本研究グル
ープのメンバーが関わる学習支援グループ
等からの紹介、インタビューを受けた対象者
からの紹介等による。その結果サンプル数は
合計約 170名に及んだ。 
 インタビュー調査は研究分担者ごとに担
当するエスニック・グループを決定し分担し
て行われた。 
 また研究会を原則隔月で開催し調査の進
捗状況について確認するとともに、調査結果
の共有を図った。 
 
４． 研究成果 
 本研究期間における研究成果は、研究機関
前半においては各エスニック・グループの特
徴を描き出すことに焦点を当てたものが多
く、研究期間後半においては、インタビュー
件数の蓄積が得られたことから、エスニシテ
ィ間比較を念頭に分析考察を試みたものと
なっている。以下、各年度における研究成果
の概略を示す。 
 
（1）平成 26年度 
 平成 26 年度においては、特に本年度はカ
ンボジア・ベトナム・南米（スペイン語圏）
にルーツを持つ 20 代～30 代を中心とする成
人男性約 20 名を対象にインタビュー調査を
実施し、そこから得られたデータを比較検討
することで各グループの特徴について仮説
的な説明を試みた。 
 ①親子関係と結婚については、カンボジア
グループは子供が成長した後も濃密な親子
関係が見られる一方で、ベトナムグループと
南米グループでは比較的独立した家族関係
が見られた。こうした親子関係の違いは配偶
者選択にも影響が及んでおり、カンボジア及
びベトナムグループでは母国からの呼び寄
せによる結婚が多く見られた。一方南米グル
ープではこうした結婚は見受けられず、配偶
者は主として本人の判断によって選択され
ていた。 
 ②義務教育経験の良し悪しに関してみれ
ば、カンボジアグループが比較的「良い」経
験を持つのに対して、ベトナム及び南米グル
ープでは「良／悪」が二分された。ベトナム
グループでは学校経験が良かったものの方
がその後転職傾向が少なく安定しているよ
うに見受けられた。学校経験が良いことは、



言語に不安を抱えつつも参入した社会がう
まくいけ入れてくれたことを意味し、それが
その後にである社会への障壁を軽減するよ
う影響しているという仮説を示した。 
 ③ルーツの表出について、ベトナム・カン
ボジアグループでは全員が、南米グループに
おいても帰化した者を除いては表出されて
いた。ただし表出の仕方には積極的／消極的
の違いが見られた。こうした違いは彼らが育
った地域や通った学校において外国人性が
いかに捉えられるかに大きく影響されると
思われる。 
 
（2）平成 27年度 
 平成 27 年度にはフィリピン、ベトナム、
ペルーにルーツを持つ 10代後半から 30代前
半の女性 25 名に対してインタビュー調査を
実施した。特に女性の場合、男性よりも家族
役割などにおいて期待されるものが大きい
と考えられることから、①親世代との関係、
②親世代からの文化継承、③親世代の人的資
本と編入様式が第二世代女性の文化継承と
地位達成に与える影響、の 3 点について考察
した。 
 ①に関してフィリピン系は「母娘」関係が
もっとも強く、母親に対する「敬意と思いや
り」がみられ、娘は母親をロールモデルとし 
ていた。ペルー系では「親の権威の維持」を
ベースとした母娘関係がみられ、家事役割も
それらに基づいて引き受けられていた。ベト 
ナム系では第二世代の方が日本社会への適
応が早く、役割逆転が観察された。②につい
て文化継承が最も弱かったのは役割逆転が
みられたベトナム系であった。ペルー系では
親世代との意志疎通ができる程度の言語継
承がみられたが、家族役割の引き受け方につ
いては親世代の婚姻関係のあり方が影響を
与えていた。フィリピン系は最も強く文化継
承がみられたがその継承あり方には継承拒
否・選択的継承・包括的継承の 3パターンを
見出した。③についてフィリピン系では文化
継承のパターンにより学業達成に違いがみ
られた。ペルー系では親世代の人的資本と第
二世代本人の社会関係資本のあり方で学業
達成が異なっていた。 
 上記調査に追加して特にフィリピン系ニ
ューカマー第二世代を対象とした調査も実
施し、フィリピン系ニューカマー第二世代の
エスニックな自己呈示のあり方とその変容
についてライフコースの視点から解明を試
みた。 
 
（3）平成 28年度 
 平成 28 年度は新たにインタビュー調査を
実施しつつ、前年度までに実施したインンタ
ビュー調査によって得られたデータの蓄積
も加味し、エスニシティ間比較を念頭に置き
ながら検討分析を行った。 
 まず、ニューカマー第二世代のトランスナ
ショナル実践についてベトナム・中国・フィ

リピンの各エスニシティ間に見られる違い
を比較することでエスニック集団間の社会
移動の比較考察を行った。日本社会において
特に上昇移動を果たすうえで重要と思われ 
るのは、親の人的資本、家族の編入様式、選
択的文化変容を可能とする地域資源の 3つの
要素であった。 
 また、日本における義務教育経験のあるニ
ューカマー第二世代の進路形成のあり方と
その規定因についてブラジル系ニューカマ
ーに着目しつつ解明を試みた。ブラジル系ニ
ューカマーは「欠落／喪失」の経験を有して
おりそれらの経験にいかなる語り直しを付
与するかによって将来の進路形成に影響を
与えていると考えられる。 
 さらに、ニューカマー第二世代のエスニッ
ク・アイデンティティの有り様について、ベ
トナム、カンボジア、中国、ブラジル、ペル 
ー、フィリピンの各エスニシティの比較を視
野に入れつつ、①第一世代の日本への移動の
様相、②第二世代のエスニック・アイデンテ 
ィティの様相、③エスニック・アイデンティ
ティの分岐要因の３点を中心に分析・考察を
行った。 
 
（4）平成 29年度 
 平成 29 年度には 各研究分担者が分担す
るエスニシティについて、職業選択、ジェン
ダーと学業達成、進路選択と大学進学、帰国
経験について分析を行った。共通して指摘で
きるのは第二世代が出身国や親世代、あるい
はエスニックコミュニティとの文化的葛藤
を経て自らの日本社会での位置取りを図ろ
うと努めている姿であり、かれらの日本社会
での達成が決して簡単なものではないとい
うことである。それは日本人が日本社会で社
会的達成を果たそうとするのと比べて全く
異なる葛藤を意味するものであった。また、
親の人的資本の多寡が第二世代の達成に一
定の影響を与えている状況もうかがえた。 
 さらに、インドシナ、中国、ブラジル、ペ
ルー、フィリピンの 5つのエスニシティに関
して、日本における学校経験という共通の枠
組みを通して比較分析を試み、各エスニシテ
ィごとの特徴を明らかにすることを試みた。
第二世代の学校経験はかれらのエスニシテ
ィと深く関連し、エスニシティの表出とそれ
らをめぐる周囲の反応によって多様な適応
が見受けられた。 
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